
 

 

 
 

 

 

 

                

なっとくんの「なるほどなっとくニュース」は、県立山口博物館のホームページでダウンロードすることができます。 

 

 下関
しものせき

西部
せ い ぶ

の日本海
にほんかい

沿岸
えんがん

には関門層群
かんもんそうぐん

と呼
よ

ばれる地層
ち そ う

が見られます。長門
な が と

二見
ふ た み

から吉見
よ し み

のあたりには泥岩層
でいがんそう

と砂岩層
さがんそう

、綾
あや

羅
ら

木
ぎ

の沖合
おきあい

に建設中
けんせつちゅう

の長 州
ちょうしゅう

出島
で じ ま

（埋
う

め立
た

て地
ち

）の橋
はし

の

たもとには大
おお

きなレキを含
ふく

んだレキ岩層
がんそう

を

はっきり見ることができます。 

              （10/7 撮影） 

下関市北西部長門二見の夫婦岩  

普通に石がゴロゴロしている海岸に

見えますが、レキ岩なので、石（レキ）

は岩に張り付いていて手に取ることは

できません。ちょっと不思議な感じ。 

見
み

ているけど見
み

えていない！何気
な に げ

なく見
み

ていた海岸
かいがん

にも地層
ち そ う

が！ 

この奥が、建設中の長州出島です。工事中で橋

は渡れませんでしたが、手前に公園があります。 

大きなレキも小さなレキも地

層の一部です。かんたんに取れ

そうですが、取れません。当然

投げることもできません。 

県立山口博物館 

学校地域連携担当  

２０１３年１０月１８日  No.４２ なっとくんの 

石
いし

がゴロゴロしている海岸
かいがん

はたくさんありますが、ここの石
いし

は投
な

げられません！ 

 福岡県北部から山口県西部にかけて分布する約 1億年前の地

層。赤い部分は泥岩層。その他は凝灰岩質砂岩層やレキ岩層で

周辺に広く露出している。 

下関市西部の吉見の海岸（国道 191 号線沿い）  

泥岩 


